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自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は

支
援
員
が
常
駐
し
、
仕
事
や
生
活
、

家
計
の
こ
と
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。
相
談
者
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要

か「
支
援
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、一
緒

に
解
決
方
法
を
考
え
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
も
守
り
ま
す
。
事
前

の
予
約
が
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
者
の
状
況
や
性
格
、
興
味
に

合
っ
た
仕
事
を
探
す
だ
け
で
な
く
、

仕
事
に
就
く
準
備
の
サ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
す
。
相
談
者
の
職
歴
や
生
活
ス

タ
イ
ル
、
心
身
の
状
態
な
ど
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
求
職
活
動
を
す
る
か
考

え
ま
す
。

　

生
活
が
不
規
則
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
人
は
、働
く
前
の
準
備
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
練
習
を
し
、
自
己
分
析
や
体

力
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
す
。

　

家
計
状
況
の「
見
え
る
化
」

の
た
め
に
、相
談
者
と
一
緒

に
家
計
簿
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
表
な
ど
を
作
り
、

よ
り
よ
い
お
金
の
使
い
方

を
探
り
ま
す
。
仕
事
に
就
き

収
入
を
得
て
も
、家
計
管
理

が
で
き
ず
、再
度
生
活
に
困

る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

住
ま
い
や
年
金
、ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
悩
み

へ
の
解
決
法
を
探
り
ま
す
。
ま
た
、中
高
生
へ
の

学
習
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
条
件
も
週
２
日
、
２
～
３
時

間
か
ら
な
ど
、無
理
な
く
続
け
ら
れ

る
方
法
を
探
り
ま
す
。「
働
く
」こ
と

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
条
件

や
意
欲
に
よ
っ
て
一
般
雇
用
に
ま
で

進
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

移
転
＆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

「
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
」「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
」

「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
困
り
事
、悩
み
事
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

宮
崎
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
れ
か
ら
」（
以
下
、自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）で
は

じ
っ
く
り
と
お
話
を
聞
き
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
す
。

実
際
に
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
の
か
、ご
紹
介
し
ま
す
。

悩
み
悩
み
を
聞
き
ま
す

宮
崎
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「こ
れ
か
ら
」
で
す

みやざきママパパ happy

私たちの まち で SDGs に取り組む人たち

みやざきスタートアップハブ

宮崎野生動物研究会

宮崎青年会議所

家計の「見える化」
のため、一緒に記入
していきます

子どもと参加できるイベントを
開催し、ママ、パパも幸せに

理事・黒木淳子さん

宮崎商工会議所・前田康臣さん

事務局長・出口智久さん

理事長・黒田福太郎さん

ウミガメの産卵地で
あり続けるために…

施設内にテントを張り、
自由な発想促進の仕掛けも

勇壮な「JC太鼓」で祭りを盛り上げ、
まちの活性化に努める

「断らない支援」がモットーです

市役所向かいの「グリーンリッチホテル宮崎」2階に移転

宮崎市自立相談支援センター
「これから」
開所時間　9 時～17時 
定休日　土曜、日曜、祝日、年末年始
住 所　宮崎市橘通東１丁目５︲８  206号
電 話　0985-42-9239
FAX 0985-29-6733
メールアドレス
10jiritsu@city.miyazaki.miyazaki.jp

ま
ず
は
相
談

●
仕
事
探
し

●
家
計
の
見
直
し

●
そ
の
他
の
支
援

特集２

“子どもと親が幸せに暮らすまち”を目指す 

児童虐待防止を目的に設立され10年の特定非営利活動法人。子育
て中のママ自身が取材、執筆するフリーペーパーを発行するほ
か、パネルシアター、絵本の読み聞かせ会などのイベントを通して
「子どもがハッピーになるために、ママパパがハッピーになろう」
と呼び掛けます。「誰かに頼るのではなく、自分たちで企画・運
営することで子育てする力を養い、それが結果的によりよいまち
づくりにつながっているのでは」と理事の黒木淳子さん。子育て
パパの支援、子ども食堂の応援業務など活動は多岐にわたります。

創業とイノベーションを促進　働き方の再考も

創業を目指す人、創業したばかりの人を対象にした支援施設。
今年6年目を迎え、今までに39人が巣立ち、宮崎市などで事業を
行っています。最長1年間、仕事のできるスペースが与えられる
などハード面での支援の他、創業者という同じステージで物事を
考える仲間に出会い、切磋琢磨することで会員同士での新会社設立、
コラボ商品の誕生など、新たなビジネスが生まれています。セミナー
室やライブラリーもあり、仕事に関する学びの場として、働き方
を見つめ直し、考える場にもなっています。

環境意識の啓発や自然保護の大切さを次世代へ

宮崎で見られるウミガメやカモシカなどの野生動物の調査を行っ
ています。1973年に発足し、会員は教員、動物園スタッフなど専門
家や学生などです。ウミガメに関しては、宮崎市から高鍋町にかけ
ての海岸に繁殖のために上陸してくるアカウミガメの上陸回数や産
卵回数の動向や生態などの調査を50年近く地道に続けています。
調査、研究を通して、環境意識の啓発や自然保護の大切さ、宮崎
の豊かな自然が動物、人間と密接に関係していることを次世代へ
伝える活動も行っています。

魅力あふれる宮崎を子どもたちへ引き継ぐ

1951（昭和26）年に設立され、「まちづくり、ひとづくり」をモッ
トーに、地域の問題・課題解決や宮崎の発展を目指し活動を行う
経済人団体。理事長の黒田福太郎さんは「日本でいちばん住み
やすい活気あるまち」を目指し、奉仕と友情の精神で活動すると
宣言。若者の人材育成や地域の祭りの企画、運営を通じてにぎ
わい創出やまちの魅力発信などに寄与するとともに、SDGsの
普及啓発にも積極的に取り組み、持続可能なまちづくり、次世代
へつなぐ気持ちで活動を続けます。

み や ざ き
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